
7 

 

12,267 12,203 12,108 12,069 11,970

9,311 9,856 10,357 10,560

5,931

84,487 84,093 83,964 83,612

59,083 57,991 56,877 55,958 55,151

8,713

4,722 4,982 5,252 5,580

84,785

16.9

15.8

19.7

19.0

18.0

0

40,000

80,000

120,000

160,000

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

（％）

0.0

6.0

12.0

18.0

24.0

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上 高齢化率

（人）

14.5%

14.4%

14.4%

14.4%

14.3%

69.7%

68.6%

67.6%

66.6%

66.0%

10.3%

11.0%

11.7%

12.3%

12.6% 7.1%

6.6%

6.2%

5.9%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上

第２章 摂津市を取り巻く状況 

 

１．総人口の推移 

 

 総人口では、平成 22年まで年々減少傾向にあります。年齢構成別にみると、０～14 歳

の年少人口、15～64 歳の生産年齢人口は減少している一方、65～74 歳の前期高齢者、75

歳以上の後期高齢者ともに増加しています。割合でみると、平成 22 年で前期高齢者が 2.3

ポイント、後期高齢者が 1.5 ポイントそれぞれ平成 18 年に比べ上昇しています。 

 

  ■総人口（年齢４区分別）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■総人口（年齢４区分別）の構成比推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳及び外国人登録原票（各年９月末） 

資料：住民基本台帳及び外国人登録原票（各年９月末） 
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4,076

4,000

5,150

7,489

5,826

4,714

6,410

3,492

919

92

3

02,0004,0006,0008,00010,000

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90～99歳

100歳～

3,868

3,766

4,636

6,779

5,086

4,657

6,844

3,714

1,655

420

16

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

 

年齢区分別の人口では、30 歳代、60 歳代が多くなっています。この数年においては、後

期高齢者の増加への対応が求められる一方、長期的な視点では、30 歳代が第２号被保険者

となるこの 10 年間、さらには第１号被保険者となる約 30 年後を見据えていく必要があり

ます。 

 

  ■年齢区分 

            男                 女 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：住民基本台帳及び外国人登録原票（平成 22年９月末） 
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211 210 206 254

406 457 430
415

551 338
285 341

374

436
460

488

257 306

339
330

345

208

221

219

266

2,057
2,080

2,225
2,282

135

258

107

326

382

294

296
277

229216

207

2,436

0

1,000

2,000

3,000

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

要支援1 要支援2 経過的要介護 要介護1

要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

（人）

12.5

19.5

20.5

18.8

17.0

26.8

16.3

12.8

14.9

15.4

19.6

20.2

20.0

12.5

14.7

15.2

14.5

14.2

10.1

10.0

9.9

9.6

10.9

6.6

10.1

9.4

9.0

10.4

5.2 15.8

18.4

12.1

13.0

12.4

11.0

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

要支援1 要支援2 経過的要介護 要介護1

要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

 

２．要支援・要介護認定者数の推移 

 

  要支援・要介護認定者数は、年々増加しており、平成 22 年度で 2,436 人と平成 18 年度

に比べ、379 人増加しています。 

  要支援・要介護認定者の構成比では、平成 19 年度に比べ、平成 22年度は軽度認定者の

割合が低下している一方、中度認定者と重度認定者の割合がやや上昇しており、居宅サー

ビスの充実をはじめ、重度化の防止に向けた介護予防の充実が求められます。 

 

  ■要支援･要介護認定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■要支援･要介護認定者の構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告、各年９月末 

資料：介護保険事業状況報告、各年９月末 
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16,533

15,935

15,091

14,258

13,411

2,325
2,1782,1241,9841,967

13.9
14.1

13.7

14.1

14.7

0

8,000

16,000

24,000

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

0.0

6.0

12.0

18.0

（％）

第1号被保険者数 要介護認定者数 要介護認定率

（人）

 

  年齢別の要介護認定者数をみると、75 歳以上の後期高齢者が８割近くを占めています。 

  要介護認定率の推移では、平成 18年度以降、低下しており、増減しながら 13.7％～14.7％

の間を推移しています。 

 

■要介護認定者数の現状 

 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計 割合(%) 

第1号 

被保険者（人） 

247 401 358 452 326 286 255 2,325 95.4 

65歳以上 

75歳未満 

59 81 61 81 55 39 56 432 17.7 

75歳以上 188 320 297 371 271 247 199 1,893 77.7 

第2号 

被保険者（人） 

7 14 16 36 19 8 11 111 4.6 

総  数（人） 254 415 374 488 345 294 266 2,436 100.0 

 

 

 

  ■要介護認定者数の推移と要介護認定率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告（各年９月末） 

資料：介護保険事業状況報告（平成 22年９月末） 
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1,403,839

1,514,423

1,634,788

1,011,888

1,196,076 1,195,640

1,256,420
1,283,593

1,215,212

1,706,734

139,561
178,892 192,316 203,837

230,231

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

居宅（介護予防）サービス 地域密着型（介護予防）サービス 施設サービス

（千円）

 

３．サービス給付額の推移 

 

  サービス給付額の推移では、各サービスともに年々増加傾向にあります。平成 18 年度に

比べ、平成 22 年度には居宅サービスが 40.4％、地域密着型サービスが 65.0％、施設サー

ビスが 26.9％それぞれ上昇しており、今後の給付額全体の増加が見込まれます。 

 

  ■サービス給付額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告 
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４．アンケート調査結果の概要 

 

（１）生活機能評価について 

  生活機能低下の可能性を把握する指標となる基本チェックリストを中心に、日常生活圏

域ニーズ調査を実施しました。「運動機能」「うつ」「口腔機能」などの生活機能の状況を国

のモデル調査と比較してみると、本市は全体的に該当者（要支援・要介護状態になるおそ

れのある人）の割合が低く、非該当者の割合が概ね高くなっています。 

  また、摂津市では、「認知症予防」「転倒」の割合が高いことから、今後、認知症予防や

転倒予防に対する施策に力を入れていく必要があります。 

 

◆一般高齢者の生活機能に関する状況（該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  ※該当者とは、それぞれの項目に対するリスクの高い方を指しています。 

17.4 

6.6 

23.6 

1.0 

20.3 

31.6 

22.3 

5.1 

（24.2）

（10.3）

（24.7）

（1.3）

（21.6）

（40.2）

（11.3）

0 
10
20
30
40
50
運動機能

閉じこもり

転倒

栄養 

口腔機能

認知症予防 

うつ

虚弱

摂津市

全国

上：摂津市

下：（全国）

   （25.8）  



13 

 

 

（２）日常生活で困っていること 

 現在日常生活で困っていることでは、前回調査に比べ、割合は低下しているものの、「生

活するのに十分な収入や貯金がない」「自分の健康や体力に自信がない」といった生活や健

康面への不安がみられます。 

 また、50 歳代においては、「家族の介護のこと」が他の年代よりも高く、こうした介護

者への支援が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要介護認定を受けていない方を集計しています。前回調査は、

65 歳以上の要介護認定を受けていない方を対象としています。

23.8

17.7

1.7

7.4

10.4

6.9

1.7

50.6

4.3

21.1

17.9

3.2

3.2

8.0

7.6

1.6

54.6

4.8

24.3

21.7

2.4

2.4

5.6

6.0

1.3

47.7

9.9

27.1

27.1

4.7

3.0

4.9

5.6

1.6

49.2

5.2

0 20 40 60

生活するのに十分な収入や貯金がない

自分の健康や体力に自信がない

身の回りの世話をしてくれる人がいない

家族や隣人などとの関係

家族の介護のこと

趣味や生きがいがない

その他

特にない

不明・無回答

（%）

50歳代（N=231） 60～64歳（N=251）

65歳以上（N=535） 前回調査（N=1,261）

 

（複数回答可） 
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（３）生きがいや楽しみに感じていること 

 生きがいや楽しみに感じていることでは、「テレビ・ラジオ」といった個人的な娯楽とと

もに、「友人・知人との交流」「旅行・行楽」「家族との団らん」の割合も高く、人とのふれ

あいを生きがいや楽しみに感じています。 

今後は、心身ともに健康を保ち、能動的に社会で活躍し続ける方も多くなってくること

から、個人の知識や技能を生かして、ボランティア活動や地域活動などへつなげていくこ

とが求められています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要介護認定を受けていない方を集計しています。前回調査は、65歳以上の要

介護認定を受けていない方を対象としています。 

 

（複数回答可） 

44.6

0.4

23.8

4.8

45.0

46.8

15.2

29.9

5.2

33.5

6.8

43.8

39.0

21.5

19.1

10.5

33.6

6.5

40.9

35.0

23.0

20.3

12.1

32.7

6.6

46.9

41.2

20.7

0 20 40 60

仕事

老人クラブ・自治会などの

                      地域活動

散歩やスポーツなど身体を

                    動かすこと

ボランティア活動

友人・知人との交流

家族との団らん

サークルなどの趣味活動

（%）

50歳代（N=231） 60～64歳（N=251）

65歳以上（N=535） 前回調査（N=1,261）

 

42.4

30.7

26.4

41.6

6.5

3.5

0.4

41.8

24.7

31.5

43.8

3.6

5.6

1.2

36.3

23.4

30.7

52.1

3.7

8.0

2.2

42.4

31.8

33.8

57.2

2.3

5.5

3.4

0 20 40 60

旅行・行楽

買物

食事

テレビ・ラジオ

その他

特にない

不明・無回答

（%）
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（N=1,497）

44.4

39.8

18.8

3.5

32.1

43.6

16.5

2.7

7.9

0 10 20 30 40 50

認知症になっても、その人の意思をできる限り

                                             尊重したい

認知症の人に、どのように接したらよいのか

                                          わからない

身近に認知症の人がいたら、何か手助けをしたい

認知症の人とは、あまり関わりたくない

自分が認知症になったら、周りの人の支援を

           受けながら自宅での生活を続けたい

自分が認知症になったら、認知症対応の施設へ

                                               入所したい

自分が認知症になったら、近所の人にはあまり

                                         知られたくない

その他

不明・無回答

（%）

 

（N=1,497）

60.3

38.9

28.8

38.2

28.4

24.6

28.3

1.8

9.0

0 20 40 60 80

認知症に対する正しい知識や理解を広めること

認知症の相談窓口を充実させること

認知症のケア（支援）の質を向上させること

認知症の人を介護している家族を支援すること

認知症の診療を行っている医療機関を周知すること

認知症対応の施設を周知すること

認知症になって困っている人がいても、助け合える

                                   地域づくりを進めること

その他

不明・無回答

（%）

 

 

（４）認知症について 

 「認知症」や「認知症の人」に対する考えでは、「認知症になっても、その人の意思をで

きる限り尊重したい」「自分が認知症になったら、認知症対応の施設へ入所したい」「認知

症の人に、どのように接したらよいのかわからない」が高くなっています。また、認知症

の人が安心して暮らせるまちにするための必要な取組みでは、「認知症に対する正しい知識

や理解を広めること」「認知症の相談窓口を充実させること」「認知症の人を介護している

家族を支援すること」が高く、認知症への理解の促進や認知症に対する相談やサービスの

充実、介護者への支援が求められています。 

 

■「認知症」や「認知症の人」に対する考え 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■認知症の人が安心して暮らせるまちにするための必要な取組み 

 

 

 

（複数回答可） 

（複数回答可） 
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（N=1,497）

30.7

18.8

17.8

4.7

21.6

3.2

29.9

12.6

0 10 20 30 40 50

自宅で手軽にできる運動や健康づくりなどの指導を

                                            受けられる教室

専用のトレーニングマシンなどを使った筋力を

                                   きたえる運動教室

食生活の改善などの指導を受けられる教室

歯みがきや入れ歯の手入れ方法などの指導を

                                       受けられる教室

認知症の予防教室

その他

やってみたいものはない

不明・無回答

（%）

 

 

（５）介護予防について 

 介護予防の認知度では、年齢があがるほど実践していたり、知っている方の割合が高く

なる傾向がみられ、また 50 歳代、60～64 歳で「まったく知らない」割合が４割を超え、

高くなっています。今後、こうした世代に対して介護予防の必要性などを周知し、実践す

る方を増やしていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護予防や健康づくりの教室で今後参加を希望する内容では、「自宅で手軽にできる運動

や健康づくりなどの指導を受けられる教室」「認知症の予防教室」など、自宅でできる軽運

動や認知症予防教室に対するニーズが高く、今後の介護予防として求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.2

13.4

11.6

26.4

17.9

28.6

16.0

21.2

0.0

19.8

33.7

36.2

25.3

27.5

10.7

38.1

2.7

4.7

7.4

9.3

15.8

15.4

21.4

19.0

13.2

8.8

17.2

32.1

11.0

20.2

14.7

14.3

26.0

17.9

22.6

20.2

24.6

25.0

44.8

48.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳代（N=297）

60～64歳（N=319）

65～69歳（N=297）

70～74歳（N=268）

75～79歳（N=146）

80～84歳（N=91）

85～89歳（N=28）

90歳以上（N=21）

よく知っており、実践している

知っているが、実践していない

名前を聞いたことはあるが、どういうものかよくわからない

まったく知らない

不明・無回答

（複数回答可） 

17.2

13.4

11.6

26.4

17.9

28.6

16.0

21.2

0.0

19.8

33.7

36.2

25.3

27.5

10.7

38.1

2.7

4.7

7.4

9.3

15.8

15.4

21.4

19.0

13.2

8.8

17.2

32.1

11.0

20.2

14.7

14.3

26.0

17.9

22.6

20.2

24.6

25.0

44.8

48.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳代（N=297）

60～64歳（N=319）

65～69歳（N=297）

70～74歳（N=268）

75～79歳（N=146）

80～84歳（N=91）

85～89歳（N=28）

90歳以上（N=21）

よく知っており、実践している

知っているが、実践していない

名前を聞いたことはあるが、どういうものかよくわからない

まったく知らない

不明・無回答

（複数回答可） 

（複数回答可） 
（複数回答可） （複数回答可） （複数回答可） （複数回答可） 
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3.927.6 59.2 6.6 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=76）

満足 まあ満足 やや不満 不満 不明・無回答

（N=66）

37.9

31.8

16.7

16.7

31.8

16.7

12.1

1.5

0 10 20 30 40 50

身の回りのことをしてもらって助かった

安心して生活できるようになった

自分で身の回りのことをしようとする意欲が出てきた

家族に対する気兼ねが減った

話し相手ができるなど、さびしくなくなった

体調が良くなった

その他

不明・無回答

（%）

 

 

（６）介護保険サービスの満足度（サービス利用者） 

  介護保険サービスの満足度では、「満足」「まあ満足」を合わせて、利用者の９割近くが

『満足』しています。 

 

 

 

 

 

 

 

利用した介護保険サービスに満足している方のサービスを利用してよかったことでは、

「身の回りのことをしてもらって助かった」「安心して生活できるようになった」など、身

近な地域で安心して暮らしていくための制度として定着してきていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答可） 
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13.5

12.3

16.4

20.9

28.6

4.8

32.1

40.4

42.9

34.1

5.1

9.0

11.6

17.6

10.7

9.5

12.2

12.8

33.3

39.3

27.5

19.2

27.0

42.9

31.5

21.4

56.4

65.0

48.1

46.6

4.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳代（N=297）

60～64歳（N=319）

65～69歳（N=297）

70～74歳（N=268）

75～79歳（N=146）

80～84歳（N=91）

85～89歳（N=28）

90歳以上（N=21）

知っている

聞いたことはあるが、内容までは知らない

まったく知らない

不明・無回答

39.4

25.9 31.6

55.0

62.3

22.2

34.4

2.1

7.1

7.1

8.1

4.4

14.2

31.3

28.7

26.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（N=1,035）

前回調査（N=1,261）

今回調査（N=99）

前回調査（N=683）

知っている

聞いたことはあるが、内容までは知らない

まったく知らない

不明・無回答

 

（７）地域包括支援センターの認知度 

 地域包括支援センターの認知度では、年齢別にみると年代があがるにつれ、知っている

方の割合が高くなる傾向があり、また前回調査に比べ、認知度もあがっています。しかし、

全体的に３割以下となっており、今後も認知度を高めていく必要があります。特に、50 歳

代、60～64 歳では「まったく知らない」割合が５割を超えており、今後の高齢期を見据え、

周知啓発していくことが必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 

要介護 

認定者 
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1.1 9.017.2 34.5 0.9 18.8 7.7 10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,497）

自宅に住み続けながら、家族などによる介護を受けたい

自宅に住み続けながら、ヘルパー派遣やデイサービス・ショートステイなどを利用したい

子どものところへ移り住み、介護を受けたい

介護保険施設（特別養護老人ホームなど）に入所したい

介護付きの有料老人ホームや高齢者向け住宅などに入居したい

その他

わからない

不明・無回答

 

（８）生活の場について 

 今後、望む暮らしでは、「自宅に住み続けながら、ヘルパー派遣やデイサービス・ショー

トステイなどを利用したい」「自宅に住み続けながら、家族などによる介護を受けたい」が

合わせて５割を超えており、家族の支援やサービスを受けながら、身近な地域での生活を

望んでいることがうかがえます。 

 また、「介護保険施設（特別養護老人ホームなど）に入所したい」と「介護付きの有料老

人ホームや高齢者向け住宅などに入居したい」を合わせると、２割を超えています。今後

も施設などへの入所を求める方も身近な地域で生活していけるよう、施設整備などにより、

市民のニーズに対応していく必要があります。 
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5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

支え合い

生きがい

予　防

サービス

医　療

暮らし

認知度 重要度

認知度 重要度

支え合い 6.73 7.56

生きがい 5.79 6.52

予　防 5.52 7.49

サービス 6.41 7.67

医　療 6.69 7.98

暮らし 5.70 7.53

 

（９）地域力について 

住み慣れた地域で安心して暮らしていくために必要な事柄（「地域での支え合い」「生き

がいづくり」「介護予防」「介護保険等のサービス」「医療」「生活環境」）について、その「認

知度」「重要度」をお聞きし、それぞれ指数化してみると、すべての項目で「重要度」が「認

知度」を上回っています。 

特に介護予防の充実といった『予防』、認知症になっても安心して暮らせる環境や安全に

暮らせる環境などといった『暮らし』の重要度が高い一方で、認知度は低くなっており、

こうした分野を強化し、包括的な支援を行い、高齢者が身近な地域で暮らせる環境をつく

っていくことが必要となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


